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背景

• わが国では、脳血管障害に罹患した労働者の復職率は30～40%という
報告がある。就労年齢の脳血管障害患者の80%近くが自宅生活自立以上
の予後を獲得しているにもかかわらず、その半数以下しか復職できてい
ないことになる。

• 長期療養を要する疾病に罹患した労働者が復職する場合や復職後も働き
続けながら治療や療養を継続する場合には、通勤や就労時間の配慮、環
境整備等の支援が必要となる。この配慮や支援は、普通は主治医の診断
書をもとに、産業医の意見をきいて事業者の判断で決められるが、主治
医の診断書が復職の前提条件とはいえその内容は判断に有用とはいえな
いものも多い。また、復職に関する明確な法律の規定がなく、わが国で
は産業医が常時関与できていない企業も多いため、休職期間、復職後の
就業上の配慮等のばらつきが大きいという実情がある。

• 脳血管障害分野で復職を成功させる要因として、①復職的な方向性を
持ったリハビリの提供、②雇用主の柔軟性、③社会保障、④家族や介護
者からのサポート等が挙げられている一方で、医療分野における復職支
援の希薄さも指摘されている。



背景２
• 主任研究者は、発症早期から医療と職場を繋ぐ｢復職コーディネーター｣
の必要性を強く感じており、平成22-23年度に厚生労動省委託事業にお
いて脳卒中患者の復職支援モデル事業を行った結果、70%以上の復職率
を得ることができた。

• この先行研究の成果をもとに、労働者健康安全機構における治療就労両
立支援モデル事業では、平成27年度から復職（両立支援）コーディネー
ターの養成研修を開始したところである。

• 脳血管障害分野の両立支援モデル事業は、中国労災病院を中核施設とし
て、全国労災病院のうち10施設で行われており、職業情報、作業能力評
価、介入経過を記録し、復職１年後の定着時点まで介入を続けている。
平成27年度の介入実績は144例であり、このうち介入終了しているも
のは44例ある。

• こうした介入実績から、両立支援に関して問題となる点、有用な社会資
源、アプローチの仕方など経験値が集積されつつある。



研究内容

• 本研究では、多職種による両立支援事例の検討会を行い、介入や配慮に
ついての振返りを行なったうえでデータベースを作成することを目的と
している。

• データが集積されてくれば、分析によって、例えば適正な療養期間や配
慮内容など、両立支援に必要な条件を抽出することができる可能性が高
く、両立支援における課題解決のための先行研究として非常に有用とな
るはずである。

• 同時に、介入事例集を作成していく予定であり、データベースで検索さ
れた類似事例が個々の事例の支援に有用な参考となることが期待できる。



研究の流れ
• 平成28年度はデータベースの入力項目の設定とシステムの構築を行い、シス
テムの運用が可能となった。

• データベース項目登録画面と事例集の雛形が完成し、動作確認を行ってた段階
である。

• 平成29年度から具体的な情報入力を開始する。

• 下図に示す当初の研究計画に比べて、データ入力段階が若干遅れてはいるが、
ほぼ計画通りに進行している。



データベース画面構成

ログイン
メイン
メニュー

事例登録 事例検索
パスワード

変更
マスタ

メンテナンス



メインメニュー画面



事例登録画面 ・事例内容の登録
・各因子分類による評価の登録



事例登録：評価項目について

大分類 中分類

①業務遂行能力低下

②心理的因子

③本人背景

④自己管理

⑧家族・社会背景

家族の状況

C．経済因子

⑤職場背景

⑥職場の受入れ

⑦職場の適正配置

⑨職場と医療の連携

⑩情報獲得

通院・治療計画

復職時の状況

復職後の定着（介入終了時）

E．医療因子

D．職場因子

Ｂ．家族因子

Ａ．患者因子

F．復職状況

・評価項目は、７８項目あり２～５段階評価を行う

・評価項目は、大分類で６種、中分類１４種別に整理する



事例検索画面
・登録情報の抽出は、評価項目の評価内容別
に出力を行う

・条件の指定は複数項目の組み合わせで行う



事例検索リスト画面
・リストから編集画面を呼び出し内容に
確認と修正を行う

・情報をＣＳＶ出力しデータの２次利用に
活用する



マスタメンテナンス
メニュー画面

各種マスタ情報の管理を行う
・ユーザ管理
・事例入力セット管理
・因子項目管理
・事例集項目管理



パスワード変更画面
・利用者はいつでも自由に自分の
パスワードを変更できる

・パスワードは暗号化され、管理者
を含め第三者には分からない


